
原案可決    平成 24 年 9 月 25 日 

議提議案第 3 号  石綿による建設技能者の健康被害の拡大防止と、 

        発症した際の労働災害の速やかな認定に関する  

        意見書 

 

 石綿による健康被害は、近年、その深刻な状況が広く知られるよ

うになり、建設技能者が抱く石綿健康管理手帳への期待は膨らむば

かりである。 

 石綿健康管理手帳は、離職の際または離職後に都道府県労働局長

に申請することにより交付され、指定された医療機関で定められた

項目による健康診断を受けられるものとして建設技能者にとって、

なくてはならないものとなっている。  

 しかし、受診可能な医療機関は、労災指定病院等一部指定医療機

関のみであり、受診医療機関が少ないのが実態である。また、石綿

による疾病は３０年から４０年という長期間経過したのちに発症す

ることが多く、亡くなってから労働災害が認定される事例や、医学

的認定基準を満たさず労働災害の認定に結びつかない事例がある。

そのため、早期に労働災害が認定されることは、発症した建設技能

者にとって、何よりの支えである。  

 よって、下記のとおり要望する。 

 

記 

１ 「石綿健康管理手帳」を利用した健康診断が受診できる指定医 

療機関を拡充すること。  

２ 石綿による疾病に対して早期に労働災害の認定が受けられるよ  

うに、専門医を増やすこと。また、認定基準の緩和を検討する  

こと。 

３ 労働災害補償制度の更なる拡充と石綿健康管理手帳の周知及び  

総合的な石綿対策を講じること。  

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  
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